
 1 / 2 

 

令和７年３月２５日（火）の月例記者会見の「会見記録」の訂正について 

 

標記の会見の「会見記録」において、（その他の質問）の[ハラスメント条例]に関する記

者とのやりとりの中で、下記のとおり、不正確で誤解を招きうる表現がありましたので、訂

正させていただきます。 

本件に関し、議会及び市民、報道関係の皆様、読者の皆様には、謹んでお詫び申し上げま

す。 

今後とも、会見での発言については、事実確認を徹底し、誤解を招くことのないよう、留

意していく所存です。 

 

記 

会見記録（関係部分抜粋） 

（その他の質問） 

[ハラスメント条例] （次ページ参照） 

「①（１問目の市長の発言の２・３段落目） 

市長：「議員がハラスメントを起こしたときにどう対応していくのか。」という部分が今回の

修正案ではなくなっています。議会の方からその部分については、改めて条例案を出すとい

うご意向も聞いておりますので、速やかに議会の方でもご検討いただいて、議員のハラスメ

ントに対する条例も提出していただくことで、より良い形でハラスメントに対応していき

たいと思います。 

ハラスメント防止対策としては、社労士の窓口や第三者による事案検討会議を作るなど、

いろんな取り組みをしてきていますが、議員によるハラスメントに対する対応は議会の方

である程度考えていただくべきことだと思います」 

【訂正】 

 今回の修正案では、職員が議員から受けたハラスメントに対する対応は含まれており、議

会の修正により対象外となったのは議員から議員、職員から議員へのハラスメントです。

「職員が議員から受けたハラスメントへの対応」も今回の修正でなくなったように捉えら

れかねない発言をお詫びし、訂正させていただきます。 

 

「②（１問目の市長の発言の３段落目） 

市長：ただ議員からのハラスメントというのもアンケートの件数としてはかなりありまし

たので、（略）」 

【訂正】 

 令和６年７月に本市で実施したアンケートでは、議員からのハラスメントの件数につい

ては６件です。「件数としてかなりある」という表現は、全体の件数などと比較して必ずし

も適当ではないことから見解を補足して訂正させていただきます。 
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＜原文＞ 

（その他の質問） 

〔ハラスメント条例〕 

記者  市が出されていたハラスメント条例が議員からの修正動議で修正可決されま

したが、これについて元々の原案の提案者としての所見をお伺いします。 

市長  全国的にハラスメントの問題が顕在化する中で生駒市は先進的にいろいろな取

組をこれまでも進めてきましたし、こういう条例も先駆けて対応してきたという思いは

あります。その中で今回議会側から修正案が出されて、議会の皆様の思いも入った形で

の条例になったということなので、それに基づいて適切に執行していきたいと思います。 

もう一つは、市の原案では入っていた「議員がハラスメントを起こしたときにどう対

応していくのか。」という部分が今回の修正案ではなくなっています。議会の方からその

部分については、改めて条例案を出すというご意向も聞いておりますので、速やかに議

会の方でもご検討いただいて、議員のハラスメントに対する条例も提出していただくこ

とで、より良い形でハラスメントに対応していきたいと思います。 

ハラスメント防止対策としては、社労士の窓口や第三者による事案検討会議を作るな

ど、いろんな取り組みをしてきていますが、議員によるハラスメントに対する対応は議

会の方である程度考えていただくべきことだと思いますので、一度そこの部分を今回の

修正案で抜いて、議会の方で考えるという意向は理解しています。ただ議員からのハラ

スメントというのもアンケートの件数としてはかなりありましたので、両方の部分があ

ってこそハラスメント対応の条例だと思いますので、速やかに議会の方でまとめていた

だきたいと思っています。 

記者  施行日（7 月 1日）までに第三者による相談体制などの体制は間に合いますか。 

市長  第三者の相談窓口はすでに作っています。議会からも、困ったときにいかにた

くさんの方が相談できるようにというご意見もありましたが、より訴えやすい体制とな

ると相談員の選定等かなり難しいと思いますが、着実に執行できるようにしたいと思っ

ています。 

記者  議会では、市の今までのハラスメント対策に疑問を持っている議員もいたと思

いますが。 

市長  今までも第三者による相談窓口や第三者のみで構成する事案検討会議の設置

など先進的に取り組んでいます。ただ、ご指摘のとおりより多くの職員にきちんと周知

をすることは課題だと思いますし、アンケートの中で本当にハラスメントと認定される

か別にしても、仕事の中で、不愉快な思いをしたとかちょっと嫌なことがあったとか、

もっとその職場環境改善してほしいという声があったことは重く受け止めています。研

修や相談員の体制等今の取り組みで十分だとは思っておりませんので、もっと相談しや

すい環境等をこれからさらに改善していきたいと思っています。 

 

① 

② 


